







1) もりおか啄木・賢治青春館における企画展示（平成 21 年 4 月 25 日～平成 21 年 8 月 9日） 
2) At The Vanishing Point（オーストラリア・シドニー）における企画展示（平成 21 年 10 月 22 日～















































・期 間：平成 21 年 4月 25 日（土）～8月 9日（日）午前 11 時～午後 4時 休館日を除く 







・Web ページ作成。もりおか啄木･賢治青春館の Web ページからリンク。 
・広報もりおか「平成 21 年 5月 1日」にて企画を紹介 
・主な進行過程：以下の通りである。 
平成 21 年 4月 24 日 機器搬入、設置 
平成 21 年 4月 25 日 展示開始 
平成 21 年 7月 18 日 システム更新。以下の拡張を実施。 
・「注文の多い料理店」の中国語版を読む機能を追加。 
・「セロ弾きのゴーシュ」「どんぐりと山猫」「アメニモマケズ」を追加 
平成 21 年 8月 09 日 展示終了。機器梱包 




期間 4/25～4/30 5/01～5/31 6/01～6/30 7/01～7/31 8/01～8/09 総数 







平成 21 年 4月 26 日，TV いわて，ローカルニュース内 
平成 21 年 4月 26 日，NHK 盛岡，ローカルニュース内 
平成 21 年 6月 04 日，めんこい TV，ローカルニュース内（コーナーとして紹介） 
• 新聞報道 
平成 21 年 4月 26 日，岩手日報・16面（県内），「仮想賢治」に会おう盛岡の青春館 
平成 21 年 4月 26 日，朝日新聞・37面（県内），本を読み聞かせる人形「バーチャル賢治」登場  
平成 21 年 4月 27 日，盛岡タイムス・1面（県内），仮想賢治と童話で話そう  
平成 21 年 5月 10 日，読売新聞・23面（全国）， おあしす  
• Web 報道 
各新聞社 Web ページ（盛岡経済新聞、読売新聞、岩手日報、盛岡タイムス、毎日新聞） 





 平成21年 10月 22日から11月 8日にかけて、“Spring and Asura 0.2  
-Disturbance”と題し、現代美術ギャラリーAt The Vanishing Point
（565 King Street, Newtown NSW 2042, Australia ）において、「知
的相互作用システムとしての宮澤賢治認知モデルの構築」の研究メン
バーの一人である、シドニー工科大学の Chris Bowman 氏が研究成果
の外部公開を実施した。本企画にて公開された研究成果は、本講座と


























部との研究ミーティングを、平成 21 年 11 月 5 日に沖電気工業株式会社ヒューマンセンシング事業推進部
にて行った。当日は、沖電気側は８名が、本講座側は教員３名と学生１名が参加し、互いの研究成果の発
表と質疑応答、討論を行った。このミーティングを通し、我々は研究を進める上で必要な技術についての
情報を得ることができた。 
 
